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論文内容の要旨
本論文は， レーダによる距離と速度の高精度な測定法を提案し，原理と実験によりこれを確かめた
ものである。
本文は序論，第 1 編(FM レーダ)，第 2 編(パルスレーダ)および結論からなり，各編はそれぞれ 5
章で構成している。
序論はレーダに関する研究の問題点を総括し本研究の目的と意義を述べている。
各編の最初の章(第 1 章，第 6 章)は緒言で，従来のこの研究に対する本研究の関連と地位を明らか
にし，各編の概要を述べている。
各編の最後の章(第 5 章，第10章)は結言で，各編で得られた成果と検討事項を述べている。
第 2 章では， FM レーダについて移動目標から得られるビート信号の位相検出法を提案している。
本法は目標の移動距離と速度を正負の極性をもって搬送波の1/2波長の精度で検出するもので，1OGHz
を用いた振り子運動の実験により周期の外，振幅および速度等が高精度で測定できることを確かめて
いる。
第 3 章では，上記のビート信号について固定距離通過信号の検出法を提案している。本法は隣接し
た 2 つの線スペクトルの振幅比較からこれらの中間点の距離周波数を正確に決定するもので，これを
第 2 の信号と連携させ高精度な近接用 FM レーダを構成している。 10GHz を用いた基礎実験の結果，
誤差は :::!:::5cm 以下であることを確かめている。
第 4 章では，基本周期と分割周期の複号変調を用いた高精度な FM レーダを提案している。本方式
は静止目標の距離をビート信号の時間処理から求めるもので，移動目標に対しては FM の変調系を分
つ'臼ペ吐
割周期の中点に対象にとることから第 2 章の方式の適用に可能にしている。
第 7 章では，従来ドプラ周波数の検出が困難であったノンコヒーレントなパルスレーダについて，
複数ゲート回路を用いた速度の測定法を提案し，原理と測定回路および測定範囲と誤差の関係を示し
ている。
第 8 章では，第 7 章の原理を船舶の速度測定に応用した実験を示し， レーダ波の海上伝搬路におけ
る測定の条件を求めている。結果は，従来のマイルポスト法によるものと比較し，偏差は 1%以下で
あることを確かめている。
第 9 章では，第 7 章の原理を沿岸のうねりの測定に応用した実験を示し，測定の条件を求めている。
結果は，水圧式波高計によるものと比較し，周期の外，従来困難で、あったうねりの波速，波長および
浅海域の水深が測定できることを確かめている。
結論は，本研究の成果を全編を通じ総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，レーダによる距離と速度の高精度測定法について論じたものであって，その成果を要約
するとつぎのようである。
(1) FM レーダについて，そのビート信号中の位相変化を検出し，これによって，目標の移動距離と
速度の測定の精度を向上させる方式を提案し，理論的，実験的に本方式の特性を明らかにしている。
(2) FM レーダの受信信号のスペクトルの推移を利用して，近接距離の検出を行なうシステムを考察
し，試作によりその性能を確かめている。
(3) パルスレーダについては，複数ゲート回路を利用し，従来困難で、あった高精度の速度測定が可能
になることを明らかにしている。
以上のように，本論文は， レーダによる距離と速度の測定に対して，新しい方式を提案し，その測
定精度を向上させることができることを示したものであって，今後さらに広い応用面が聞かれること
が期待でき，通信工学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値ある
ものと認める。
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